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「年次ファイル生成ツール」による可照時間補正手順

株式会社エスイーシー

WeatherBucket「バケットメイト」1.1.3 版以前の不具合により、毎年 6/22 の可照時間値が少なく記録される現象が
確認されました。ユーザの皆様にはご迷惑をおかけして申し訳ございません。

可照時間は年次ファイル(Yxxxx_xxxx.csv)に記録されているため、可照時間の値を補正するためには「年次ファイ
ル生成ツール」を使用して、該当日のデータを修正する必要があります。「バケットメイト」を 1.1.4 版に更新しただけで
は記録済みデータの補正は行われません。以下に年次ファイルに記録された可照時間値を修正する手順を示しま
す。

(1) 「月次・年次ファイル生成ツール(Ver1.0.3)」をダウンロードし、インストールします。
ダウンロードしたインストーラを実行すると、インストールが行われます。
製品添付の「バケットメイトインストーラ CD」には Ver1.0.2 以前の「月次・年次ファイル生成ツール」が格納されて

います。以前のバージョンの「月次・年次ファイル生成ツール」をインストールされている方は、今回ダウンロードした
インストーラを実行すると「削除確認」のメッセージが表示されますので、指示に従ってアンインストール後、再度今
回のインストーラを実行してインストールしてください。

(2) バケットメイトで毎年 6 月の「月報一覧」を表示します。
6月22日の可照時間の値が前後の日より少ない値になっていることを確認してください。前後と同じ値であれば、

修正の必要はありません。

6/22 の可照時間値が小さい

「月報」を選択

「月報一覧」を選択
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(3) 「スタート」－「すべてのプログラム」－「WeatherBucket」のメニューから「年次ファイル生成プログラム」を起動し
ます。
月次ファイル(Mxxxx_xxxx.csv)に格納されているデータを利用して年次ファイル(Yxxxx_xxxx.csv)を作成し

直します。下図中の①～⑥の手順に従ってプログラムを操作してください。

①バケットメイトに設定している
都道府県名、地域名を選択
し、「緯度・経度設定」ボタンを
クリックします。
(または緯度・経度(点線枠内)
に直接入力)

②バケットメイトの観測データが
格納されているフォルダを指
定します。

③バケットメイトと同じグループ
ID、バケット ID を指定しま
す。

④可照時間が異常値を示してい
る年月を指定し、「実行」ボタ
ンをクリックします。

⑤年次ファイルを格納するフォ
ルダの選択画面が表示されま
す。これは月次ファイルが格
納されているのと同じフォルダ
でいいので、そのまま「OK」ボ
タンをクリックします。

⑥成功すると下記のウィンドウが
表示されますので、「OK」をク
リックしてください。



3/3

(4) (2)の手順で開いた「月報一覧」の画面で、6/22 の可照時間が正常値(前後の日と同じ)になったことを確認してく
ださい。
(3)の手順を実行後、10 秒以内に自動的に月報一覧の表示に反映されます。

6/22 の可照時間が正常値に変わっていれば完了です。なお、複数年のデータを保有しているユーザ様は、他
の年も 6/22 の可照時間が異常値になっている可能性がありますので、ご確認の上、同様の手順で修正をお願いし
ます。

以上、よろしくお願いします。

6/22 の可照時間値が正常


